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重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
考える力を
育む教育
の推進

・子どもたちの考える力を育
成する。

・学期ごとに保育力の向上と
改善をめざした研究をすす
める。

・研究テーマに取り入
れ、考える姿、考える力
につながる姿を保育場
面から具体的にカードに
記入し、カンファレンスを
行う。
・毎学期1回以上、全職
員が室内・戸外遊び、・ク
ラス活動の園内研修とし
て保育公開を行い、講師
を招聘して学ぶ。

・仮説をたてた項目の
考える力が育成され
たか。

・すべてのクラスが学
期に1回以上保育公
開をおこなう。

A

・昨年度の研究より明らかになっ
たことをもとにし、新たに考える
力に焦点をしぼり、検証すること
ができた。

・宮城教育大学の佐藤教授を引
き続き講師に招き、園内研究会
を通して研究を進めることができ
た。

・引き続き、講師招聘した園内研
究を深め、考える力の育成に取
り組む。

・保育をオープンにし、園内研究
の充実と問題解決に向ける方策
を焦点化した研究がなされた。

子どもたち
一人ひとり
の個性や
能力に応じ
た教育の
推進

・一人一人が考える力を育成
するための教育を推進する。

・計画性、応答性、信頼感
の３つの視点から保育を
立案し、実践していく。
・考える力を育成するため
の状況マップを作成し、保
育の実践につなげていく。

・毎週末、作成した状
況マップについての話
し合いを行う。

A

・３つの視点から保育を立案し、
実践することで、24か月の保育
を通して子どもの育ちが大きく得
られた。
・状況マップの話し合いを毎週末
することができなかった。

・毎週末状況マップについての
話し合い時間が取りにくい実態
があった。長いスパンの期間を
定め、共通に話し合うことを進め
ていく必要がある。

・個性や能力に応じた教育推進
に真摯に向かっていた。

特別支援
教育の推
進・充実

・特別支援教育コーディネー
ターを中心として、専門機関
とも連携しながら、共に育つ
特別支援教育に努める。

・一人ひとりのよさや違いを
認め合い、共に育ち合う子ど
もの育成に努める。

・子どもの育ちを捉え、個
別の指導計画や個人記
録を作成し、職員間で指
導内容や指導方法の検
討、共通理解を行う。

・コンサルテーションなど
の専門機関と連携し、具
体的な支援内容や方法を
探っていく。

・個別の指導計画に
あげた短期目標の姿
になる。

・話し合いや専門機関
との連携でわかった
具体的な手立てを実
践する。

A

・特別支援教育の研究会も行
い、個別指導計画を大切にし、
職員間で連携した教育が行え
た。24か月の保育を通して、共
に育ち合う特別支援教育ができ
た。
・今年度新たに、コンサルテー
ションを活用し、共通場面を通し
ての子どもの具体的な姿からよ
り良い支援を探ることができた。
・インクルーシブ教育として新た
な講師を招聘し、気づきから手
立てにつなげることができた。

・今年度より始めたコンサルテー
ションの活用、新たな講師招聘
研修会を来年度も引き続き活用
し、教師の保育の質を向上させ
る。

・今後も専門機関と連携し、共に
育つ特別支援教育の充実に努
めてほしい。

豊かな心を
育む道徳教
育、情操教
育の推進

・すこやかネットまつざき１０
箇条を活用した心の教育を
おこなう。

・子どもの人権や子育てを振
り返り、人権について考え合
う。

・園だよりとホワイトボー
ドで、毎月１項目、目標を
取り上げ家庭と連携して
取り組む。

・子育てや自尊感情、一
人ひとりを大切にするこ
となどに視点をあて、保
護者同士が意見を出し
合う機会をつくる。

・保護者アンケートに
おいて「すこやかネッ
トまつざきに関心を
もっている」と回答した
割合が８０％以上にな
る。

・年に一度、人権に視
点のあてた学級懇談
会を行う。

B

・新たに始めたすこやかネットの
取り組みでは、園だより、ホワイ
トボードでの啓発を新たに始め
たが、家庭で話題にしている保
護者が少ない実態をつかむこと
ができた。
・人権に視点をあてた学級懇談
会を持ち、いろいろな価値観に
気づいたり、自分を振り返ったり
する機会となった。

・今年度新たに始めた取り組み
なので、来年度も引き続き啓発
していくと共に、クラスの中で子
どもにより意識した保育をすす
めていく。 ・今後も保護者向けの人権学習

の充実、自尊感情の育みに取り
組んでいく。

子どもの健
やかな体づ
くりの推進

・早寝・早起き・朝ごはんを定
着させ、基本的生活習慣を
確立させる。

・ほけんの話で使ってい
た教材を子どもが目にす
る場所に掲示する。
・けんこうカレンダーの保
護者のコメントを次回の
けんこうカレンダーだより
に掲載し、保護者同士の
情報交換を図る。
・食育研修会を実施し、
保護者の食への関心を
高めていく。

・子どもが触れたり、
友だち同士で話題に
あげたりしていたか。

・けんこうカレンダーだ
よりに毎回コメントを
掲載する。

・食育研修会の参加
率が９０％だったか。

A

・ほけんの話のあと、パブリック
スペースに教材を設定すること
ができ、子どものみならず、園外
の方からも良い評価をいただい
た。
・子どもの健康を考え、けんこう
カレンダーに取り組む保護者の
姿勢が高まった。
・食育研修会では、保健士、栄
養士の方に来ていただき、専門
的な話も聞くことができた。

・子どもも大人も健康に関心が
持てる教材の工夫を続けてい
き、園と家庭の連携をさらにつな
げていく。

・2年保育ということを視野に入
れ、いろいろな内容が学べるよ
う、食育研修会を企画していく。

・家庭と連携し食育への関心を
高めていく為、今年度のような新
たな企画に取り組んでいくと良
い。

保
護
者
と
の
連
携

家庭教育の
推進

・家庭で子どもと向き合う時
間の推進をする。

・全保護者と子どもの育ちに
ついて共有する。

・えほんカードの改善、よ
みきかせカードの取り組
みを年度初めから行う。
・読み聞かせカードを掲
示し保護者啓発を行って
いく。
・一人ひとりの保護者と
れんらくちょうを活用した
連携を行う。

・９０％の家庭で、月１
回読み聞かせを行う。

・全保護者とれんらく
ちょうでのやりとりを
行う。

B

・始めた昨年度に比べ、一家庭
当たりの冊数が増え、子どもも
読み聞かせの話題をよく話すよ
うになった。
・れんらくちょうでのやりとりは、
今後も活用していく必要がある。
・市の出前講座でICT活用に関
する研修会を開いた。現代社会
の課題と子どもへの対応につい
て学ぶことができた。

・読み聞かせに焦点化したアン
ケート等実態把握をし、楽しんで
子どもと向き合う時間の工夫に
つなげていく。
・定期的に行うなど、れんらくちょ
うの活用をすすめていく。
・園での研修会は保護者からの
希望を聞く機会などをとり、いろ
いろな内容が学べる機会とす
る。

・家庭での豊かな心を育む読み
聞かせの習慣が定着するよう、
引き続き取り組んでほしい。

・クラスだより、連絡帳の活用に
積極的に取り組んでほしい。

園情報の積
極的な発信

・積極的に園情報を発信す
る。

・園だより・クラスだよりを
月１回発行し、地域にも
配布する。

・園での生活や教育がわ
かりやすいように、写真
を活用し、視覚的に知ら
せていく。

・更新しやすいHPのシス
テムに変える。

・地区会で園の様子を
伝える。

・月に３回は、その時
期の様子や生活の写
真を掲示する。

・月1回以上更新す
る。

A

・今年度も三世代交流事業の米
作りに参加し、不思議に思ったこ
とわからないことなどを子どもが
質問し、教えて下さる機会があっ
たり、もちつきの際のもち米をい
ただいたりと地域が園を大切に
してくださっている。
・写真掲示、新たなHPシステム
への変更などができた。

・門外の掲示について来年度検
討事項とする。

・写真掲示、HPの更新は、引き
続き進めていく。

・日頃の子どもたちの写真掲示、
積極的な地域・保護者への情報
発信などの成果を今後も継続し
てほしい。

地域との交
流

・地域の幼稚園としていろい
ろな地域の方とのかかわりを
深める。

・県民まちなみ事業や、
苗圃を活用する会と、地
域ボランティアの方との
活動を取り入れる。

・地域の会との交流の機
会をもつ。

・地域の会に参加す
る。

・年度当初に計画を
立案する。

A

・苗圃を活用する会での種植え
体験に役員と共に参加したり、
遊ぼう会に来ていただいたりで
きた。

・地域に大切にされていることを
保護者にも工夫して伝え、さらに
園にいろいろな方に来ていただ
ける機会を作る。 ・地域の行事参加や地域の方を

招いての会など、今後も引き続
き継続してほしい。

自己評価の基準 Ａ：目標を上回った Ｂ：目標どおりに達成できた Ｃ：目標をやや下回った Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点

・今年度の成果を保育に意識して取り入れながら、門外の掲示板、クラスだより、れんらくちょうのさらなる活用を行い、情報発信に努める。
・昨年度、今年度と新たに取り入れた専門機関活用の工夫を２４か月の計画として保育、研修共に位置付けていく。

項目

１、友だちと共に遊びを創り出す保育を実践する。
２、心身共に健康な幼児を育成する。
３、家庭・地域社会との連携を図り、信頼される幼稚園づくりに努める。
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平成２６年度 学校評価総括表 伊丹市立 こやのさと幼稚園

学校関係者評価総括

・昨年度の研究から積み上げた２４か月の保育、新たな専門機関との連携を取り入れた工夫からの成果が見られた。
・子ども、保護者、地域と共に豊かな心と体を育む活動を行い、互いの意識を高め合うことができた。

重点目標

教育目標 のびのびと力いっぱい活動する子どもの育成
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